
２ ８ 日 ぶ り に 顔 を 合 わ せ た ２ 学 期 始 業 式、 日 に 焼 け た 顔 も 目 立 ち ､と て も

たくましさを感じました。この夏休み、子ども達は自由研究をはじめ、絵画・

工作・絵日記・作文などの選 択活動で得意分野を 生かしたり、夏祭りやラジ

オ体操に進んで参加したりするなど、地域とのかかわりを大事にしていまし

た。また、６年生は親子 で花笠パレードに参加し、力強い踊りを披露するこ

とができました。これもひ とえに、６学年保護者 の実行委員の皆さんと、山

形大学の花笠サークル「四面楚歌」の絶大なる支援のおかげと感謝しており

ます。

チャレンジ水泳教 室や 吹奏楽練習会では、担任や担当の先生の他、※ ５ G O
サポート隊の方からも指導を受け、一人一人の技術を伸ばす貴重な体験とな

りました。

（※５ＧＯサポート隊 ： 子ども達の生活や活動へのボランティア支援をして下さるＰＴＡ会員）

２ 学 期 の 始 業 式

では、３年代表児 童

は、マラソン・漢 字

と自主勉・算数の 計

算力、５年の代表 児

童は、時間 を守る・

人 任 せ に せ ず 自 分

から行動す る、とそ

れ ぞ れ の め あ て を

発表しまし た。

２ 学 期 は 、 ８ ３

日 間 あ り ま す が ､夏

休 み の 成 果 を ス テ

ップにし、更なる挑

戦を期待しています。
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◆ は し ご 車 ―「 どんなに高いビルでも、 このはしごで助けられるん だよ。」

◆高 圧車 ― 「 ど んな 熱 い 火で も 、 このポンプの水 で消 せる ん だ。」

◆救 急 車 ― 「 サイ レ ン を 鳴ら し て、 すごいスピードでけ が人 を 運ぶ よ 。」

◆じ ぷ た ― 「 僕は ち っ ぽ けで 、 みん な のよ う に

すご い こ と がで き ない ･･ ･。

だ か ら 僕 の 出番 は ない ん だ ･･･。」

⇒ ところが、山火事になって細い山道に
行けたのは、じぷただけだった。

昨年度の学校評価アンケートでは、「自 己有

用感」がないと答えた 子ども達が約４分の１

もおり、「自分のよさがよくわからない」と悩

ん で い る 子 ど も 達 の い る こ と が わ か り ま し た。

そういったことから、 今年度のキーワードを

「自分を発揮できる 居心地のいいあたたか

い学校」としています 。

今回、始業式で絵本「しょうぼうじどうし

ゃ じぷた」を

紹介しました。

自分のよさを知り、そのよさを発揮して いくための意識化につな がればと

思います。

※参考図書 「 し ょ う ぼ う じ ど う し ゃ じ ぷ た 」 渡 辺 茂 男 作 ／ 山 本 忠 敬 絵 福 音 館 書 店

この本のメッセージを

全校みんなで考えました。

◆自分のよさを知り、発揮していくために

● 仕 事 を し っ か り と や り 遂 げ ら

れた時に、自分の よさを知るのか

な。

● 周りの みんなが、「すごいね。」

と認めてくれた時に、自分のよさ

（力）がわかるという ことかな。

● 人には、何かし ら探せば得意な

ものがある ということかな。

ｅｔｃ．


